バナナ消費量（１）：　日本におけるバナナの消費
１．輸入動向
　戦前、日本は台湾を植民地にし、台湾産のバナナを消費していた。台湾における戦前の生産量のピークは１９３７年で、２２万トンである。そのうちの大半を日本国内で消費していた。それゆえ、バナナは「ごく普通の食べ物」であった。しかし、敗戦により台湾は日本の植民地ではなくなった。また、貿易も制限され、バナナの輸入は１９６０年まで２～４万トンと、戦前の数分の１の水準に低迷していた。従って、日本国内の所得水準に比してバナナの消費量はかなり少ないものであり、「高価で贅沢なもの」になっていた。輸入先は戦前と同様に、台湾からであった。
　１９６２年に輸入自由化が実施された。それを境にバナナの輸入は急増し、生鮮果実の輸入の主体になった。その後、輸入量は１９７２年にピークに達し、年間１０６万トンになった。輸入先はひきつづき台湾から見込まれたが、台湾の生産量が日本の需要に追いつかなかった。その間隙をついて、輸入自由化直後はエクアドルからの輸入が急増した。エクアドルのバナナ園はアメリカ資本によって大規模に経営されていた。それゆえコストも安く、管理も行き届いていた。エクアドルからの輸入は１９６３年には２０万トンになり、輸入の８０％を占めた。
　台湾は日本の需要に追いつくため作付面積を急速に拡大した。戦前のピークである１９３７年には 2.1万ｈａであったが、１９５０年代には 1万ｈａに減少していた。それを１９６７年には 4.4万ｈａと戦前の２倍の水準まで拡大した。生産量は技術進歩もあり、作付面積以上に拡大した。１９５０年代の１０万トン以下に対し、１９６７年には６５万トンまでになった。それにつれて、日本への輸出は急拡大し、一時エクアドルに奪われたシェアをすぐに取り戻した。
　台湾からの輸入は１９６０年代後半がピークであり、それ以降急速に減少していった。その原因はフィリピンからの輸入が急増したからである。フィリピンには、日本の輸入自由化に対応してアメリカ資本による大規模なバナナ園が経営され始めていた。その作付け面積は、フィリピン政府が当初許可した 2.1 万ｈａをかなり上回っていた。また、バナナも優良種であるキャベンディッシュ種になっていた。それに対し、台湾産のバナナは従来のグロスミッチェル種を主体に小規模農園で生産されていた。また、生産量の拡大のみに追われ、品質面が一定しなかった。小果、すれ傷、外観不良果があった。生産面の不備や竹かご包装、および輸送面においても管理が行き届かなかった。
　フィリピンと台湾では、日本への輸送コストはさほど変わらなかった。それゆえ、１９７０年代にはいるとフィリピンのシェアは急速に拡大した。１９７５年にはフィリピンからの輸入は７６万トンで、８５％のシェアを占めるようになった。フィリピンとの競争に敗退した台湾は、バナナから柑橘類に転換していった。
　しかし、フィリピンからの輸入量も１９７５年がピークであった。というのは、１９７０年代に入り、日本のバナナ消費量は所得水準に十分対応するまでにキャッチアップされ、高価ではない「普通の食べ物」になっていた。従って、バナナの輸入量は１９７２年をピークに、それ以降は７０～８０万トンと横這いになった。
　世界的に見ても、１９７０年代に入り、バナナの生産は過剰基調になっていた。そのため生産国と先進需要国との話し合いがもたれるようになった。
　日本におけるバナナの輸入は生鮮果実の主流であり、１９８０年には生鮮果実の輸入金額のうち２７％になった。さらにその割合は１９８４年には４０％になったが、その後１９９１年には３５％に減少した。
２.バナナ消費量
　１９９０年の状態でバナナの生産量をみると、世界計で 4,585 万トンである。そのうち、生産量の多い順からインド（13.5％）、ブラジル（12.0％）、フィリピン（8.3％）となる。その年の日本の輸入量は 76 万トンであり、世界生産量のうち 1.7 ％にあたる。日本の人口は世界の 2.4 ％であり、日本のバナナの消費量は１人当たりの世界平均よりは少ない。
　バナナ輸出量は、１９９０年に世界計で 943 万トンであり、生産量のうち２０％が輸出され、８０％は生産国自身で消費されている。輸出量が多いのはエクアドル（ 23.2％）、コスタリカ（15.3％）、コロンビア（12.2％）の順である。南アメリカ諸国やフィリピンは、アメリカ資本によって大規模に経営されており、当初から国内需要よりは輸出主体に意図されていた。それに対し、インドは自国内の消費が主である。
　日本におけるバナナの価格は、１９９１年の輸入価格では77円／kgである。小売価格は１９９１年１２月の東京において 235円／kgであり、輸入価格の３倍になっている。
３.データ
　日本におけるバナナ生産量はわずかであるので、バナナ消費量は輸入量とほぼ同じになる。従って、バナナ消費量として輸入量をあてる。バナナの利用法には生鮮と乾燥があるが、ほとんどが生鮮での利用であるので、ここでは生鮮バナナの消費を問題にする。輸入量のデータは農林水産省「主要農林水産物輸入実績」からとった。年次データである。
　価格および所得のデータは日経ＮＥＥＤＳからとって加工したものである。価格は、円換算した輸入金額を輸入量で割って求めている。大蔵省「外国貿易概況」からバナナの通関輸入金額をとった。これはドルベースの月次データである。これを円換算するために日本銀行「経済統計月報」から月中平均為替レートをとり、各月の円換算金額を計算した。さらに物価変動を考慮するため、日本銀行「物価統計月報」から消費者物価指数のうち生鮮果実を得た。これは１９９０年基準である。これにより各月の円換算実質金額を求め、それを年次に集計した。
　所得は国内総生産（ＧＤＰ）を用いている。これは経済企画庁「国民経済計算年報」から１９８５年基準の四半期データを得て、これを年次集計した。
　データは１９５５年から１９９７年までの年次である。単位は、輸入量はトン、実質輸入価格は円／kg（1990年基準）、実質ＧＤＰは億円（1985年基準）である。
